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(57)【要約】
【課題】施工時の剛性を確保しつつ、作業性効率の高い
せん断補強された鋼板コンクリート構造を提供する。
【解決手段】鋼板コンクリート構造１０は、対向配置さ
れた一対の鋼板１，１と、一対の鋼板１，１の間に充填
されたコンクリート部６と、各鋼板１からコンクリート
部６に向かって突出し、先端部２Ｔに雌ネジが設けられ
たスタッド２と、一の鋼板１に設けられたスタッド２に
螺合された第一タイバー４Ａ及び他の鋼板１に設けられ
たスタッド２に螺合された第二タイバー４Ｂと、第一タ
イバー４Ａと第二タイバー４Ｂとを連結し、かつ第一タ
イバー４Ａの引張力及び第二タイバー４Ｂの引張力を調
整可能な連結具５と、を備えることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向配置された一対の鋼板と、
　該一対の鋼板の間に充填されたコンクリート部と、
　各前記鋼板から前記コンクリート部に向かって突出し、先端部に雌ネジが設けられたス
タッドと、
　一の前記鋼板に設けられた前記スタッドに螺合された第一タイバー及び他の前記鋼板に
設けられた前記スタッドに螺合された第二タイバーと、
　前記第一タイバーと前記第二タイバーとを連結し、かつ前記第一タイバーの引張力及び
前記第二タイバーの引張力を調整可能な連結具と、を備えることを特徴とする鋼板コンク
リート構造。
【請求項２】
　前記連結具は、ターンバックルであることを特徴とする請求項１に記載の鋼板コンクリ
ート構造。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鋼板コンクリート構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、鋼板とコンクリートとを組み合わせた鋼板コンクリート構造（ＳＣ構造）が
知られている。鋼板コンクリート構造として、対向配置された２枚の鋼板と、各鋼板の対
向面に設けられたスタッドと、鋼板どうしを連結するせん断補強部材と、鋼板間に充填さ
れたコンクリートと、を備えた構成が知られている。当該構成では、面外せん断力が作用
した際に、せん断補強部材により、効果的に最大耐力を発揮する。
【０００３】
　また、鋼板コンクリート構造のせん断補強部材として、鋼板に溶接されたタイバーや鋼
板（リブ補強）が知られている。また、鋼板に溶接されたガセットプレートにボルトで螺
合されたタイバーが提案されている（下記特許文献１参照）。さらに、鋼板に溶接された
連結ナットにセパレーターが螺合され、セパレーター同士をターンバックルで連結する構
成が提案されている（下記特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－６４６３６号公報
【特許文献２】特開平５－２３０９１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記に記載のような、対向配置された２枚の鋼板どうしを溶接された鋼
板で連結するリブ補強は、溶接された鋼板によりコンクリートの連続性が分断されるため
面外方向の剛性が低下するという問題点がある。また、鋼板にタイバーを溶接したり、上
記の特許文献１，２に記載のように鋼板にガセットプレートや連結ナットを溶接したりす
る構成では、溶接に時間を要して作業性が悪いという問題点がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、施工時の剛性を確保しつつ
、作業効率の高いせん断補強された鋼板コンクリート構造を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明は以下の手段を採用している。
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　すなわち、本発明に係る鋼板コンクリート構造は、対向配置された一対の鋼板と、該一
対の鋼板の間に充填されたコンクリート部と、各前記鋼板から前記コンクリート部に向か
って突出し、先端部に雌ネジが設けられたスタッドと、一の前記鋼板に設けられた前記ス
タッドに螺合された第一タイバー及び他の前記鋼板に設けられた前記スタッドに螺合され
た第二タイバーと、前記第一タイバーと前記第二タイバーとを連結し、かつ前記第一タイ
バーの引張力及び前記第二タイバーの引張力を調整可能な連結具と、を備えていることを
特徴とする。
【０００８】
　このように構成された鋼板コンクリート構造では、対向配置された一対の鋼板どうしは
棒状の第一タイバー及び第二タイバーを介して連結されているため、一対の鋼板の間に充
填されたコンクリート部は一対の鋼板間で連続性が確保される。よって、施工時の剛性を
確保しつつ、せん断補強を行うことができる。
　また、スタッドの先端部に設けられた雌ネジに第一タイバー及び第二タイバーを螺合し
、第一タイバーと第二タイバーとを各引張力を調整可能な連結具で連結することで、コン
クリート部との定着や鋼板のコンクリート部に対するずれ止め等として機能するスタッド
が、鋼板に第一タイバー及び第二タイバーを連結するものとしても機能する。よって、例
えば、タイバーや、タイバーを固定するための連結ナットを鋼板に溶接する場合には、当
該溶接に時間を要するが、本発明では、コンクリート部との定着や鋼板のコンクリート部
に対するずれ止め等のために設けられたスタッドを用いることで、溶接等の工程が不要と
なり、作業効率が高いせん断補強を行うことができる。
【０００９】
　また、本発明に係る鋼板コンクリート構造は、前記連結具は、ターンバックルであるこ
とが好ましい。
【００１０】
　このように構成された鋼板コンクリート構造では、連結具はターンバックルであるため
、ターンバックルで第一タイバーの引張力及び第二タイバーの引張力を容易に調整しつつ
、連結することができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る鋼板コンクリート構造によれば、施工時の剛性を確保しつつ、作業効率が
高いせん断補強を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施形態に係る鋼板コンクリート構造を示す図である。
【図２】図１のＡ部拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の一実施形態に係る鋼板コンクリート構造について、図面を用いて説明する。
　図１は、本発明の一実施形態に係る鋼板コンクリート構造を示す断面図である。図２は
、図１のＡ部拡大図である。
　図１及び図２に示すように、鋼板コンクリート構造１０は、対向配置された一対の鋼板
１，１と、各鋼板１に設けられたネジ頭スタッド（スタッド）２及び頭付スタッド３と、
ネジ頭スタッド２に螺合された第一タイバー４Ａ、第二タイバー４Ｂと、第一タイバー４
Ａと第二タイバー４Ｂとを連結するターンバックル（連結具）５と、鋼板１，１の間に充
填されたコンクリート部６と、を備えている。
【００１４】
　鋼板１における対向面（もう一方の鋼板１に対向する面）１Ａには、複数のネジ頭スタ
ッド２及び頭付スタッド３が溶接等により設けられている。ネジ頭スタッド２及び頭付ス
タッド３は、鋼板１の対向面１Ａからコンクリート部６に突出している。
【００１５】
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　ネジ頭スタッド２の頭部（先端部）２Ｔには、雌ネジ部（雌ネジ）２Ｍが設けられてい
る。頭付スタッド３の頭部３Ｔには、雌ネジ部は設けられていない。
【００１６】
　第一タイバー４Ａ、第二タイバー４Ｂは、各鋼板１と直交する方向に延びるように配置
された棒鋼である。第一タイバー４Ａ、第二タイバー４Ｂの両端部には、それぞれ雄ネジ
部４Ｎが設けられている。第一タイバー４Ａ、第二タイバー４Ｂの一方の雄ネジ部４Ｎは
ネジ頭スタッド２の頭部２Ｔの雌ネジ部２Ｍに螺合されている。
【００１７】
　ターンバックル５は、枠状に形成された枠部５Ａと、枠部５Ａの両端部にそれぞれ設け
られた雌ネジ部５Ｍと、を有している。ターンバックル５の一方の雌ネジ部５Ｍには第一
タイバー４Ａが螺合されるとともに、ターンバックル５の他方の雌ネジ部５Ｍには第二タ
イバー４Ｂが螺合されている。
【００１８】
　第一タイバー４Ａ、第二タイバー４Ｂとターンバックル５とのそれぞれの螺合深さ（螺
合量）を調整することで、第一タイバー４Ａ、第二タイバー４Ｂそれぞれの引張力を調整
することができる。
【００１９】
　このように構成された鋼板コンクリート構造１０では、対向配置された一対の鋼板１，
１どうしは棒状の第一タイバー４Ａ、第二タイバー４Ｂを介して連結されているため、一
対の鋼板１，１の間に充填されたコンクリート部６は一対の鋼板１，１間で連続性が確保
される。よって、施工時の剛性を確保しつつ、せん断補強を行うことができる。
　また、ネジ頭スタッド２の頭部２Ｔに設けられた雌ネジ部２Ｍに第一タイバー４Ａ、第
二タイバー４Ｂを螺合し、第一タイバー４Ａと第二タイバー４Ｂとを各引張力が調整可能
なターンバックル５で連結することで、コンクリート部６との定着や鋼板１のコンクリー
ト部６に対するずれ止め等として機能するネジ頭スタッド２が、鋼板１に第一タイバー４
Ａ、第二タイバー４Ｂを連結するものとしても機能する。よって、例えば、タイバーや、
タイバーを固定するための連結ナット（不図示。以下同じ。）を鋼板１に溶接する場合に
は、当該溶接に時間を要するが、本発明では、コンクリート部６との定着や鋼板１のコン
クリート部６に対するずれ止め等のために設けられたネジ頭スタッド２を用いることで、
溶接等の工程が不要となり工期を短縮することができる。したがって、作業効率が高いせ
ん断補強を行うことができる。
【００２０】
　また、従来のように、鋼板１に連結ナットを溶接する場合には、ネジ頭スタッド２を溶
接するよりも時間がかかるため、溶接による熱影響が大きくなり、鋼板１の伸びが低下す
る等鋼板１の性能が低下する。一方、本発明では、ネジ頭スタッド２は連結ナットよりも
短時間で溶接することができるため、品質を向上させることができる。
【００２１】
　また、第一タイバー４Ａと第二タイバー４Ｂとを連結するのはターンバックル５である
ため、ターンバックル５で第一タイバー４Ａの引張力及び第二タイバー４Ｂの引張力を容
易に調整してたるみを防止しつつ、連結することができる。
【００２２】
　また、鋼板１に対して全面的に配置された頭付スタッド３またはネジ頭スタッド２のう
ち、せん断補強が必要な箇所に、頭付スタッド３ではなく、ネジ頭スタッド２を設ければ
よいため、所望の箇所に、所望量のせん断補強をすることができる。
【００２３】
　なお、上述した実施の形態において示した組立手順、あるいは各構成部材の諸形状や組
み合わせ等は一例であって、本発明の主旨から逸脱しない範囲において設計要求等に基づ
き種々変更可能である。
【００２４】
　例えば、上記に示す実施形態においては、鋼板１に設けられるスタッドは雌ネジ部２Ｍ
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が設けられたネジ頭スタッド２と、雌ネジ部が設けられていない頭付スタッド３とが使い
分けられているが、スタッドを全てネジ頭スタッド２としてもよい。この場合には、施工
現場において、所望の箇所で、鋼板１，１どうしを第一タイバー４Ａ及び第二タイバー４
Ｂを介して連結することができるため、せん断補強が必要な箇所に適切に対応することが
できる。
【符号の説明】
【００２５】
１…鋼板
１Ａ…対向面
２…ネジ頭スタッド（スタッド）
２Ｔ…頭部（先端部：高ナット）
２Ｍ…雌ネジ部（雌ネジ）
３…頭付スタッド
４Ａ…第一タイバー
４Ｂ…第二タイバー
５…ターンバックル（連結具）
５Ａ…枠部
５Ｂ…雌ネジ部
６…コンクリート部
１０…鋼板コンクリート構造

【図１】 【図２】



(6) JP 2016-217059 A 2016.12.22

フロントページの続き

(72)発明者  太田　和也
            東京都中央区京橋二丁目１６番１号　清水建設株式会社内


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

